
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドア本体が水平移動により開閉動作をする引き戸方式であって、
前記ドア本体の下部に設けた係合部材 と、前記ドア本体下方のガイド溝内に
設けた掛止部材 との係合により、全閉状態にあるドア本体の少なくとも上方
移動を規制するようにした自動ドアのこじ開け防止装置において、
　上記掛止部材は、その取付け部を上面及びドア本体の移動方向が開放する断面Ｕ字形

上面を閉鎖するキャップを
着脱可能に取り付け たこと
を特徴とする自動ドアのこじ開け防止装置。
【請求項２】
　上記掛止部材 取付け部の底板を前記ガイド溝にボルト止めして固定することを
特徴とする請求項 記載の自動ドアのこじ開け防止装置。
【請求項３】
　上記係合部材 と掛止部材 は、ドア本体を全閉状態で前記上方
移動と同時に開方向へ移動しようとした際にもその移動を規制するようにしたことを特徴
とする請求項１又は２記載の自動ドアのこじ開け防止装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】

10

20

JP 3659629 B2 2005.6.15

の係合フック
の掛止フック

と
し、該取付け部の一端上部に前記掛止フックを一体に突出させるとともに該掛止フック側
端部に窓孔を開口することにより開放状とし、この掛止部材の

て該キャップ下に前記取付け部を貫通する貫通路を形成せしめ

は、前記
１

の係合フック の掛止フック



【発明の属する技術分野】
本発明は、ドア本体が水平移動により開閉動作をする引き戸方式の自動ドアの防犯装置に
関し、詳しくは、施錠状態のドアがこじられて強制的にガイド溝から外されるのを防止す
る自動ドアのこじ開け防止装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、この種の防犯を目的とするこじ開け防止装置の基本形態、すなわちドア本体が水
平移動により開閉動作をする引き戸方式であって、前記ドア本体の下部に設けた係合部材

と、前記ドア本体下方のガイド溝内に設けた掛止部材の掛止フックとの係合
により、全閉状態にあるドア本体の上方移動を規制するようにした自動ドアのこじ開け防
止装置は、本出願人の出願に係る特開平１１－３３６４１０号公報により知られている。
　また、同公報には、上記掛止部材として筒状部材を使用し、該掛止部材にドア本体の移
動方向が開放する貫通路を形成することも開示されている（同公報の図５（ｂ）参照）。
この貫通路を有する掛止部材によれば次の点が改善される。
【０００３】
すなわち、ドア本体下方のガイド溝には、出入り口部の床面に落下している端切れ紙、布
など各種の雑屑や塵埃、あるいは床面清掃時の水滴やオイルが侵入するが、それらが前記
ドア本体の開閉動作、特に閉じ動作時に前記係合部材によって掛止部材方向へ押動される
。そのため、前記掛止部材がフックを突出した逆Ｌ型の場合には、そのフック下に前記侵
入物が押し溜められ、時にはそれが固まってしまうと、ドア本体の閉じ動作の障害となっ
てドア本体が全閉位置へ到達しない等、自動ドアの開閉動作に悪影響を及ぼす不具合があ
る。
上記不具合を解消するため従来は、定期的に前記ガイド溝部分を清掃して侵入物を除去す
るようにしているが、フック下が狭小なために除去作業に手数を要する。しかるに、上記
掛止部材に貫通路が形成されている場合には、前記係合部材により押動される雑屑等の侵
入物が貫通路内を通って掛止部材からガイド溝内に押し出されるので、前記清掃上の手数
は軽減することができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記ガイド溝内に入った雑屑等は、ドア本体の閉じ動作時に、あるいはガ
イド溝の清掃作業時に前記貫通路内に侵入するが、それら侵入物の全てが貫通路から押し
出されるわけではなく、雑屑等によっては貫通路内に留まったままとなり孔詰まりの状態
となる。
しかるに、上記掛止部材に貫通路を形成した場合でも、掻き出し棒等を用いて貫通路内を
定期的に清掃する必要があるが、上記掛止部材に筒状部材を用いて貫通路を形成した構造
では、狭小な貫通路内に掻き出し棒等を差し込まなければならないため、侵入物の除去作
業が必ずしも簡易、確実ではなかった。
本発明は、上記従来事情に鑑みたもので、掛止部材から侵入物の除去を簡易確実ならしめ
てガイド溝の清掃を容易にし、自動ドアの正常な開閉動作を担保するこじ開け防止装置を
提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　斯る本発明のこじ開け防止装置は、上記掛止部材が、その取付け部を上面及びドア本体
の移動方向が開放する断面Ｕ字形

上面を閉鎖するキャップを着脱可能に取り付け
たことを特徴とするものである（請求項１）。

　本発明によれば、断面Ｕ字形の取付け部とキャップとにより掛止部材に貫通路が形成さ
れるので、ガイド溝内に入った雑屑等は、ドア本体の閉じ動作時あるいはガイド溝の清掃
作業時に前記貫通路内に侵入するが、ある程度の侵入物は貫通路からガイド溝内へ押し出
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とし、該取付け部の一端上部に前記掛止フックを一体に
突出させるとともに該掛止フック側端部に窓孔を開口することにより開放状とし、この掛
止部材の て該キャップ下に前記取付け部を
貫通する貫通路を形成せしめ



される。
　そして、前記貫通路内に溜まった雑屑等は定期的な清掃により除去するが、その場合に
は、前記キャップを取り外すことにより貫通路の上面を開放することにより、上面から除
去作業を行うことができる。
【０００６】
　そして、上記掛止部材のさらに具体的構成と 取付け部の底板を前記ガイド溝
にボルト止めして固定する（請求項２）。
　それによれば、前記取付け部の底板がボルト止めされて該ボルトが貫通路内を横断する
ことがないので、貫通路内には、侵入物が押動され押し出される流れの障害となるものが
なく、侵入物の残留を最少ならしめる。
【０００７】
　また、上記係合部材と掛止部材は、全閉状態にあるドア本体の上方移動を規制する構成
のみに限定されるものではない。
　すなわち、本出願人は、前掲の特開平１１－３３６４１０号公報に開示の装置を、その
防犯効果を高めるための改良発明を提案したが（特願平１１－２４６６８５号）、それに
適用することも可能である。具体的には、上記係合部材 と掛止部材

は、前記上方移動と同時に開方向へ移動しようとした際にもその移動を規制するよう
にしてもよいものである。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態を図面に基づいて説明すれば、図１は、建築躯体開口部に設置された
自動ドアＡを示す。
自動ドアＡは、両開きの引き戸方式の自動ドアであり、建築躯体開口部の両側辺に設けた
縦枠３，３と、両縦枠３，３の上端側に取付けて図示しない駆動部を収納する無目２と、
抜け防止のアンカー６を下面に複数溶接して床面に埋め込んだガイド溝５と、両縦枠３，
３側の開口部を塞ぐようにして固定された２枚の固定ガラス４，４と、これら２枚の固定
ガラス４，４の間の開口部を前記駆動部により開閉する２枚のドア本体１，１等を備え、
これら２枚のドア本体１，１のそれぞれの下部に、こじ開け防止装置２０を設けてなる。
【０００９】
ドア本体１は、上下左右の框を枠組した框体７内にガラス板８を嵌め込んでなり、框体７
上端部の複数の戸車９により無目２内の上部レール１０に水平移動可能に吊り下げられる
と共に、框体７の下端面から突出させた振れ止め部材１１によりガイド溝５内で案内され
て開閉作動し、施錠装置（図示せず）により施錠された全閉状態の際には、こじ開け防止
装置２０によってこじ開けが防止される。
【００１０】
こじ開け防止装置２０は、ドア本体１の下部に設けた係合部材２１と、ドア本体１下方の
ガイド溝５内に設けた掛止部材２５とからなり、ドア本体１の全閉状態において係合部材
２１と掛止部材２５とを係合させることにより、ドア本体１の上方移動と、その上方移動
と同時に行われる開放移動とを防止する。
【００１１】
係合部材２１は、金属製であって、図２及び図３に示すように、矩形状の取り付け部２２
の一端下部に鏃形の係合フック２３を水平一体に突出させたものである。この係合部材２
１は、その係合フック２３を戸先１ａ側に向けた状態で取付け部２２を框体７の下面にボ
ルト止めして固定されている。
係合フック２３には、その先端部上面に一個又は複数個の係合段部２３ａを形成している
。
掛止部材２５もまた金属製であって、図２～図４に示すように、略矩形状の取付け部２６
の一端上部に掛止フック２７を水平一体に突出させた略逆Ｌ型を呈する。
掛止フック２７には、その先端部下面に一個又は複数個の掛止段部２７ａを形成している
。
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【００１２】
上記掛止部材２５の取付け部２６は、断面Ｕ字形に形成して上面とドア本体１の移動方向
つまりガイド溝５の長手方向を開放させた形状とし、その一端側に前記掛止フック２７を
突設する。なお、取付け部２６の掛止フック２７側端部は、そこに窓孔２８を開口するこ
とによって開放状としている。
掛止部材２５は、その掛止フック２７を前記係合部材２１側に向けてガイド溝５内に配置
する。
取付け部２６は、その底板２６ａに複数個の軸孔２９を開孔し、各軸孔２９に挿通したボ
ルト３０により前記ガイド溝５内に止着固定して取り付ける。
なお、上記各軸孔２９は、ボルトの位置を調整可能とするため長孔形状にするとともに、
座ぐりを設けてボルト３０の頭部上面と底板２６ａの上面とが面一となるようにする。
【００１３】
また、上記掛止部材２５には、その全長にわたり、すなわち取付け部２６と掛止フック２
７とにわたり、それらの上面を覆うキャップ３１を着脱可能に被着する。
キャップ３１は、金属薄板を断面コ形に成形し、且つ一端側に前記掛止フック２７の端面
に被嵌する嵌合鍔３１ａを形成するとともに他端側に取付け部２６の端面上部に被嵌する
嵌合鍔３１ｂを形成して構成される。嵌合鍔３１ｂの下部には、取付け部２６の端面に形
成した切欠き３２に係合する係止縁３１ｂ’を設ける（図４参照）。
【００１４】
上記キャップ３１は、掛止部材２５の上面に被せて前記係止縁３１ｂ’が取付け部２６の
切欠き３２に係合させ、他方の嵌合鍔３１ａを掛止フック２７に嵌め合うことにより掛止
部材２５に取り付けられる。
このキャップ３１を取り付けた状態で、掛止部材２５の取付け部２６は、その上面が閉鎖
されて上面の外観体裁を維持するとともに雑屑等の侵入が阻止され、キャップ３１下には
取付け部２６を貫通する貫通路３３が形成される（図３参照）。
また、上記キャップ３１は、その嵌合鍔３１ａ側を強く押し上げることにより掛止部材２
５から離脱させることができる。
【００１５】
上記係合部材２１の係合段部２３ａと掛止部材２５の掛止段部２７ａは、ドア本体１の全
閉状態において、上下で対向すると共に、双方の段部２３ａ，２７ａ間にクリアランスを
有するように配置されている。それにより、ドア本体１を全閉状態で上方移動と同時に開
方向移動しようとした際に係合し、ドア本体１の通常の開閉動作、すなわち水平方向の開
閉動作の際には前記クリアランスにより係合することがないようにする（図３参照）。
【００１６】
なお、上記係合部材２１は、前記ガイド溝５の左右の側壁に対向する左右両側面にナイロ
ン板等からなる摺接部材３４を接着等により取り付け、それにより、ガイド溝５の側壁と
の摺動抵抗を軽減してドア本体１をガタ付きなく且つ滑らかに水平移動するようにしてい
る。すなわち、実施の形態では、係合部材２１自体に振れ止め機能をもたせており、した
がって、この場合には、前述した振れ止め部材１１を省略することが可能である。
【００１７】
而して、上記こじ開け防止装置２０によれば、ドア本体１の全閉状態においては、係合部
材２１の係合段部２３ａと掛止部材２５の掛止段部２７ａがクリアランスをおき対向した
状態となる。
この状態で、框体７の下部とガイド溝５との隙間にバール等を差込みドア本体１をこじ上
げようとすると、係合部材２１の係合フック２３と掛止部材２５の掛止フック２７とが当
接してドア本体１の上方への移動が防止される。
また、ドア本体１をバール等でこじ上げながら開方向に動かそうとすると、係合部材２１
の係合段部２３ａと掛止部材２５の掛止段部２７ａとが係合するため、ドア本体１の上方
移動と共に開方向移動が防止される。
【００１８】
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そして、上記ガイド溝５に端切れ紙、布など各種の雑屑や塵埃、あるいは水滴やオイルが
侵入すると、それらが前記ドア本体１の閉じ動作時に係合部材２１の係合フック２３によ
って掛止部材２５方向へ押動され前記貫通路３３内に侵入するが、該侵入物の多くは貫通
路３３内を通って反対側のガイド溝５内に押し出される。したがって、ガイド溝４を清掃
する際に前記雑屑等をガイド溝５から除去することができる。
一方、掛止部材２５の前記貫通路３３内に残留した雑屑等の侵入物も、それらが固くなる
前に除去することが必要であるが、その場合には、ドア本体１を全開状態に位置させ、す
なわち掛止部材２５を露出させた状態で、掛止部材２５から前記キャップ３１を取り外し
て貫通路３３の上面を開放させる。したがって、その状態においては、貫通路３３内に残
留している雑屑等を簡単に、しかも確実に排除することができる。
【００１９】
【発明の効果】
本発明によれば、ガイド溝内に配置された固定部材は、その取付け部が断面Ｕ字形であっ
て上面開放するが、該上面を閉鎖するキャップを着脱可能に被着するので、出入り口部の
床面から雑屑等が掛止部材内に入ることはない。
また、ガイド溝内の定位置に固定された前記掛止部材には、断面Ｕ字形の取付け部と前記
キャップとにより貫通路が形成されるので、ドア本体の閉じ動作時等に掛止部材の掛止フ
ック下に雑屑等が押し込まれるが、それら雑屑等は前記貫通路を通して大部分がガイド溝
内に押し出される。したがって、掛止部材位置に雑屑等が押し溜められることがなく、自
動ドアの閉じ動作の障害となることを防止して正常な開閉動作を担保することができる。
【００２０】
そして、上記キャップを取り外すことにより前記貫通路の上面を開放させることができる
ので、定期的にキャップを取り外し貫通路内の清掃を簡易確実に清掃して貫通路内に残留
する雑屑等を排除することができる。
【００２１】
また、請求項２によれば、掛止部材を固定するボルトが前記貫通路内に突出しないので、
貫通路内を押動される雑屑など侵入物の流れの障害にならず、侵入物をスムーズに貫通路
から吐出させてその残留を最少にすることができる。
さらに、請求項３によれば、ドアのこじ開け防止機能の改善により防犯効果を高めるとと
もに正常なドアの開閉動作及びメンテナンス性に優れた装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る自動ドアのこじ開け防止装置を備えた自動ドアの概要を示す正面
図である。
【図２】　自動ドアのこじ開け防止装置を拡大した斜視図である。
【図３】　図２における（３）－（３）線に沿う断面図である。
【図４】　同装置の掛止部材の分離斜視図である。
【符号の説明】
１：ドア本体　　　　　　５：ガイド溝
２１：係合部材　　　　　２３：係合フック　　　　　２３ａ：係合段部
２５：掛止部材　　　　　２７：掛止フック　　　　　２７ａ：掛止段部
３０：ボルト　　　　　　３１：キャップ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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